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2023年 12月 12日 

 

「内閣官房長官松野博一君不信任決議案」趣旨弁明（案） 

 

立憲民主党・無所属 稲富修二 

 

立憲民主党の稲富修二です。 

私は立憲民主党・無所属を代表して、内閣官房長官松野博一君不信任決

議案について提案の趣旨を説明します。 

まず、決議の案文を朗読します。 

本院は、内閣官房長官松野博一君を信任せず。 

右、決議する。 

 以下に、本決議案を提案する理由を申し上げます。 

 

１．自民党のパーティー裏金問題 

自由民主党における派閥の政治資金パーティーの問題、裏金づくりは、

疑惑の域を超えて、疑獄といわれるほど、近年まれにみる異常事態となっ

ています。 

特に、清和政策研究会、いわゆる「安倍派」は、所属する議員がパーテ

ィー券の販売ノルマを超えて集めた分の収入をキックバックし、派閥と議

員の政治資金収支報告書にはいずれも記載せず、当然ながら所得としての

申告もせず、納税もせず、裏金づくりをしていた問題が厳しく指摘されて

います。 

派閥全体での裏金は 5 年間で数億円規模に上っていると報じられてい

ます。 

松野博一官房長官、西村康稔経済産業大臣、高木毅国対委員長、世耕弘

成参院幹事長は、それぞれ１千万円以上キックバックされていたと報じら

れています。政府与党の幹部が揃って裏金を得ていたのであれば、政権そ

のものの正当性が疑われる事態です。 

いま多くの国民は、賃金が伸び悩み、それ以上に食料品や日常品が毎月

のように値上りするなか、家計のやりくりをして生活を守るために格闘し

ています。 

中小零細企業の多くの経営者は、政府が旗をふる「賃上げ」は必要なこ

とと分かりつつ、従業員の賃金を上げるために、どう原資をねん出するか

頭を悩ませています。経営においては人手不足が直撃し、仮に賃金をあげ

てもなかなか人が集まらず人材確保に苦労しています。コロナ禍 3年の暗
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く長いトンネルを抜けてようやく日常の経済活動が戻りながらも、コロナ

禍での借入金の返済に直面している方もいらっしゃいます。 

これが私の知る、国民生活の一つの景色です。 

物価高と日々たたかう国民にとって、また、コツコツ働いてまじめに税

金を納めている国民にとって、また、従業員の賃上げに苦悩する経営者に

とって、政治家の裏金づくりは、想像も及ばない悪行であり、政治に対す

る国民の信頼は、地に堕ちたと言わざるを得ません。 

裏金づくりは、政治資金規正法違反はもちろん、脱税にあたるのではな

いかとの指摘もあります。派閥ぐるみで違法行為と脱税を繰り返していた

とすれば、そもそも国会議員として不適格と言うべきです。 

自民党は、昨年の今頃、防衛増税を決めました。いうまでもなく、正し

く納税しない政治家に増税を決める資格はありません。国民への負担増を

決める一方で、自らは裏金づくりに励む政治家が、許されるわけがありま

せん。 

 

２．松野官房長官の説明責任 

特に、内閣の要たる内閣官房長官松野博一君の責任は極めて重大です。

内閣官房長官は、総理大臣を補佐するとともに、内閣の情報を内外に発信

する極めて重要な役割を担っています。しかし、いま内閣の発信者として、

松野官房長官は、まったく機能していません。 

松野官房長官は、当初、官房長官記者会見において、安倍派の事務総長

を経験していたことから、記者にキックバックの関与について質問をされ

た際に、「この場は政府の立場としてお答えしているものと認識をしてお

り、私個人の政治活動に関わる事柄についてお答えは差し控えさせていた

だきます」などの回答を繰り返しました。政府の立場を盾にした、事実上

の答弁拒否、説明責任の放棄です。 

業を煮やした報道各社は、松野官房長官に事実関係の説明を求める要望

書を提出しました。まずは、官房長官会見でキックバックの関与について

説明すること、政府の立場で難しいのであれば、定例の官房長官会見とは

別に記者会見を開くように、報道各社は求めましたが、結局、今現在にお

いても、説明拒否を続けています。 

そのため、官房長官の定例会見では、記者から、官房長官の資質を問う

声が続々とあがっています。以下、いくつか紹介いたします（共同通信よ

り引用いたします）。 

「官房長官は、例えば大地震が起きた場合や、北朝鮮から弾道ミサイル

が発射された場合など、国民に直結する正確な情報発信を行う内閣の最重



3 

 

要ポストかと思います。長官ご自身に疑念が生じている中、ご自身で説明

しない限り、国民の長官の発信に対して疑念を抱かざるを得ない状況にあ

ります。官房長官を続投されるならば、自身の言葉でこの疑念を払拭すべ

きだと思いますが、この点、いかがですか」、 

また、「政府の立場として答えを控えるということですが、今、政治全

体への不信が高まっていると思います。政府の立場としても対応すべきだ

と考えますが、いかがでしょうか」、 

また、「回答しない官房長官の態度は、国内外問わずに、日本の政府の

信頼性の悪影響を及ぼすことのリスクがあると思いますが、それを認識し

ていますか。何か責任を感じていますか。」などといった声です。 

これらは野党議員の発言ではありません。すべて、官房長官の定例会見

における記者の言葉です。松野官房長官は、記者からも完全に信用を失っ

ているわけです。 

このような質問を連日受ける官房長官に、政府の情報発信者としての職

責が果たせるわけがありません。松野官房長官は直ちに辞任するか、総理

が決断をして官房長官を交代させるべきです。 

松野官房長官は国会においても同様の答弁拒否を繰り返しています。12

月 8 日に官房長官が「1000 万円を超える裏金のキックバックを受け取っ

た」と報じられた日の予算委員会においても、政府の立場から言及は差し

控えるとの答弁を繰り返しています。 

 

３．内外に対する影響 

立法府における国会の質疑においても、内外の情報を発信する定例会見

においても、説明責任を放棄して、内閣の情報発信者としての機能は完全

に停止しました。松野官房長官の言動は、国民の政治に対する信頼を益々

失墜させています。 

ＦＮＮがこの週末に実施した世論調査では、「松野長官の説明に納得で

きますか、納得できませんか」という趣旨の問いに対して、納得できると

の回答が 8.9%、納得できないとの回答が 87.4%でした。 

国民の 9割近くが松野官房長官の説明に納得していません。記者からの

信頼だけでなく、国民からの信頼を失った官房長官に、職務を遂行するこ

とができるのでしょうか。 

政府の情報発信は主に官房長官が担っています。国民の信頼を失った官

房長官が海外からも信頼されるはずがありません。 

松野官房長官がその職に居座り続ける限り、日本政府の国際的な信用も

失い、国益をも大きく損ない続けると断ぜざるを得ません。 
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４．岸田総理の任命責任 

岸田総理の就任以降、この二年余りで、大臣四人、副大臣二人、政務官

三人、首相秘書官二人が辞任をしました。 

昨年、山際経済再生担当大臣は旧統一教会との関係が相次いで指摘され、

国民への十分な説明ができずに辞表を提出しました。葉梨法務大臣は法務

大臣の職務を軽んじるかのような発言が問題視され、辞表を提出しました。

寺田総務大臣は公職選挙法を所管する総務省の大臣であるにもかかわら

ず自身の政治団体の政治資金の不適切な処理を指摘され辞表を提出しま

した。秋葉復興大臣も「政治とカネ」を巡る問題で辞表を提出しました。

同じ日に差別的な発言を繰り返していた杉田政務官も辞表を提出しまし

た。 

 今年に入ってからも、岸田首相秘書官、荒井首相秘書官、秋本外務政務

官、山田文部科学政務官、柿沢法務副大臣、神田財務副大臣が辞任をしま

した。 

たった 2 年でこれだけの政務三役や首相秘書官が辞任しているのです。

この問題は、明らかに適材適所の人事ができない任命権者たる岸田総理に

あるのではないでしょうか。松野官房長官も、残念ながら結局、適材適所

ではなかったということです。 

物価高対策も、少子化対策も、経済対策も、すべて決断が遅く後手に回

って批判されている岸田総理です。松野官房長官がその任にないのは明ら

かです。官房長官自ら身を引くか、岸田総理は人事の過ちを認めて、松野

官房長官を更迭すべきです。国政の停滞は許されません。早急な決断を下

すべきではないでしょうか。 

 

５．政治とカネの問題の本質 

そもそも岸田内閣は、国民の声を聞く力も、政策を決定し遂行する能力

もなく、国民の信任を失っていることが明白です。物価高対策も、少子化

対策も、経済対策も、すべて決断が遅く後手に回り、増税か減税か方向性

も示せません。決断力がない岸田政権により、国民の生活は益々苦しくな

り、内閣支持率は下がり続けています。 

そのさなかに、政治とカネの問題が浮上しました。問題の真相を解明す

るどころか、説明拒否を繰り返す官房長官の存在をみたときに、政治に対

する不信が増大するのはあたりまえです。説明責任を果たせない官房長官

を代えることから、政治への信頼を取り戻す一歩目が始まるのではないで
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しょうか。 

毎回パーティー券の販売先を見つけるのに苦労する私にとって、今の経

済状況の中、パーティー券の販売はそうたやすいものではありません。

1000 万円単位の数字が飛び交う今回の政治とカネ報道に接し、どうやっ

て売っているのだろうかと率直に思います。多額のパーティー券の購入先

があるのは、スーパープロの販売人がいるのか、また、販売とキックバッ

クの仕組みが構造的に出来上がっているのではないかとも想像せざるを

得ません。真相解明が必要です。 

しかし、今回の政治とカネの問題について、自民党政権のもとで真相解

明が進むのか甚だ疑問ですし、自民党政権の自浄作用にはとても期待でき

ません。東京地検特捜部が捜査していると報じられていますが、我々立法

府としても、政治とカネの問題について、真剣に議論する必要があります。

ぜひこの機会に、政治とカネの問題を根本的に解決するための法整備など、

立法府としての責務を果たそうではありませんか。 

 

６．聞く力を発揮すべきとき 

国民は「失われた３０年」を経て、我が国が海外の成長から取り残され、

国力が相対的に低下してきているのを感じています。外国からの多くの観

光客で観光地が賑わっているのを喜びつつ、日本の四季折々の自然や文化

に魅力があるからだけでなく、日本が安価な観光先になってしまっている

からではないかとも感じています。このままでは経済大国日本の国際的な

存在感が低下するとの危機感を、国民も共有しています。 

今まさしく、来年度予算の編成、税制改正、重要政策を決定する最も重

要な時期です。日本再建のためには、国政の停滞は許されません。 

これまで述べてきた通り、松野博一君は内閣官房長官として明らかに不

適格であります。岸田総理は聞く力をまさに発揮すべきときです。そうで

ないならば、国民の政治への信頼を取り戻し、喫緊の内外の諸課題に対応

するために、松野官房長官は直ちに辞任すべきです。 

本決議案に対する議員各位の賛同を心よりお願いして、提案理由の説明

を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 

以上 


